
  

  

【表紙】   

【提出書類】 半期報告書の訂正報告書 

【根拠条文】 証券取引法第24条の５第５項 

【提出先】 東海財務局長 

【提出日】 平成18年12月28日 

【中間会計期間】 第86期中(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

【会社名】 東海染工株式会社 

【英訳名】 Tokai Senko K.K. 

【代表者の役職氏名】 取締役社長  八 代 芳 明 

【本店の所在の場所】 愛知県清須市西枇杷島町子新田１番地の２ 

(同所は登記上の本店所在地で、実際の本店業務は下記で行っ

ております。) 

【最寄りの連絡場所】 名古屋市中村区名駅三丁目28番12号 大名古屋ビルヂング 

【電話番号】 052(581)8141 

【事務連絡者氏名】 取締役管理部長  津 坂 明 男 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

   (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

  株式会社名古屋証券取引所 

   (名古屋市中区栄三丁目３番17号) 

  東海染工株式会社大阪支社 

   (大阪市中央区淡路町三丁目１番９号 淡路町ダイビル) 

  東海染工株式会社東京営業所 

   (東京都中央区日本橋本町三丁目５番11号 共同ビル) 

  (注) 東海染工株式会社大阪支社及び東京営業所は投資者の便宜のた

め備置するものであります。 



１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】 

当社の製品事業部において、当社元社員による売上金額等の不正計上及び商品の不正流出が発見されたため、当該

不正の内容につき調査し、中間連結財務諸表等及び中間財務諸表等の記載内容について見直しを行いました。 

  

その結果、当中間連結会計期間の中間連結損益計算書に与える影響は、売上高が151百万円減少し、売上原価が119

百万円減少したことなどにより、営業損失、経常損失、税金等調整前中間純損失及び中間純損失は31百万円の増加と

なりました。また、中間連結貸借対照表に与える主な影響は、受取手形及び売掛金が235百万円減少し、たな卸資産が

173百万円増加しております。 

同時に、中間財務諸表におきましても、対応する同様の項目において増減が発生しております。当中間会計期間の

中間損益計算書に与える影響は、売上高が151百万円減少し、売上原価が119百万円減少したことなどにより、営業損

失、経常損失、税引前中間純損失及び中間純損失は31百万円の増加となりました。また、中間貸借対照表に与える主

な影響は、売掛金が235百万円減少し、たな卸資産が173百万円増加しております。 

  

これらを訂正するため、証券取引法第24条の5第5項の規定に基づき平成17年12月26日に提出しました半期報告書の

訂正報告書を提出するものであります。 

  

商法計算書類につきましては、年度ごとに訂正を行わず、第87期（自 平成18年4月1日 至 平成19年3月31日）に

一括処理する予定であります。 

  

なお、訂正後の中間連結財務諸表及び中間財務諸表については、新日本監査法人により監査を受けており、その監

査報告書を添付しております。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第1 企業の概況 

1．主要な経営指標等の推移 

（1）連結経営指標等 

（2）提出会社の経営指標等 

  

 第2 事業の状況 

1．業績等の概要 

（1）業績 

（2）キャッシュ・フローの状況 

2．生産、受注及び販売の状況 

（3）販売実績 

 第5 経理の状況 

1．中間連結財務諸表等 

（1）中間連結財務諸表 

  ①中間連結貸借対照表 

  ②中間連結損益計算書 

  ③中間連結剰余金計算書 

  ④中間連結キャッシュ・フロー計算書 



   注記事項 

   （セグメント情報） 

       事業の種類別セグメント情報 

       所在地別セグメント情報 

       海外売上高 

   （1株当たり情報） 

2．中間財務諸表等 

（1）中間財務諸表 

  ①中間貸借対照表 

  ②中間損益計算書 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  



第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

(1) 連結経営指標等 

（訂正前） 

(注) １ 売上高に消費税等は含まれていない。 

２ 潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  

 

回次 第84期中 第85期中 第86期中 第84期 第85期 

会計期間 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成15年 
  ９月30日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成16年 
  ９月30日 

自 平成17年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ９月30日 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成16年 
  ３月31日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ３月31日 

売上高 (百万円) 11,498 11,095 10,222 23,500 23,475

経常利益又は経常損失
（△） 

(百万円) △86 29 △462 187 383

中間(当期)純利益 
又は中間純損失（△） 

(百万円) △127 20 △568 142 250

純資産額 (百万円) 8,208 8,314 8,263 8,613 8,806

総資産額 (百万円) 20,708 20,388 19,697 21,440 21,082

１株当たり純資産額 (円) 227.47 230.54 237.73 238.74 244.33

１株当たり中間(当期)純
利益又は中間純損失
（△） 

(円) △3.52 0.58 △15.93 3.40 6.95

潜在株式調整後 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 39.6 40.8 42.0 40.1 41.8

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 545 353 200 1,152 1,072

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △154 △261 △143 △315 △529

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △450 △265 △558 △744 △569

現金及び現金同等物 
の中間期末(期末)残高 

(百万円) 1,968 1,928 1,582 2,100 2,081

従業員数 (人) 1,420 1,257 1,273 1,370 1,237



（訂正後） 

(注) １ 売上高に消費税等は含まれていない。 

２ 潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  

 

回次 第84期中 第85期中 第86期中 第84期 第85期 

会計期間 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成15年 
  ９月30日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成16年 
  ９月30日 

自 平成17年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ９月30日 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成16年 
  ３月31日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ３月31日 

売上高 (百万円) 11,498 11,095 10,071 23,500 23,402

経常利益又は経常損失
（△） 

(百万円) △86 29 △494 187 365

中間(当期)純利益 
又は中間純損失（△） 

(百万円) △127 20 △599 142 232

純資産額 (百万円) 8,208 8,314 8,213 8,613 8,787

総資産額 (百万円) 20,708 20,388 19,647 21,440 21,064

１株当たり純資産額 (円) 227.47 230.54 236.30 238.74 243.82

１株当たり中間(当期)純
利益又は中間純損失
（△） 

(円) △3.52 0.58 △16.81 3.40 6.44

潜在株式調整後 
１株当たり中間 
(当期)純利益 

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 39.6 40.8 41.8 40.1 41.7

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 545 353 200 1,152 1,072

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △154 △261 △143 △315 △529

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △450 △265 △558 △744 △569

現金及び現金同等物 
の中間期末(期末)残高 

(百万円) 1,968 1,928 1,582 2,100 2,081

従業員数 (人) 1,420 1,257 1,273 1,370 1,237



(2) 提出会社の経営指標等 

（訂正前） 

  

(注) １ 売上高に消費税等は含まれていない。 

２ １株当たり情報については、中間連結財務諸表を作成しているため省略している。 

  

 

回次 第84期中 第85期中 第86期中 第84期 第85期 

会計期間 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成15年 
  ９月30日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成16年 
  ９月30日 

自 平成17年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ９月30日 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成16年 
  ３月31日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ３月31日 

売上高 (百万円) 8,547 8,714 7,561 17,905 18,219

経常利益又は経常損失
（△） 

(百万円) 24 128 △418 217 282

中間(当期)純利益又は中
間純損失（△） 

(百万円) 11 149 △511 258 370

資本金 (百万円) 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

発行済株式総数 (千株) 36,142 36,142 36,142 36,142 36,142

純資産額 (百万円) 9,054 9,395 9,320 9,519 9,833

総資産額 (百万円) 18,546 19,043 18,424 19,943 19,609

１株当たり中間 
(年間)配当額 

(円) ― ― ― 3.00 3.00

自己資本比率 (％) 48.8 49.3 50.6 47.7 50.1

従業員数 
[外、平均臨時雇用者数] 

(人) 
584 
[62]

579
[58]

568
[51]

578 
[60]

572
[55]



（訂正後） 

  

(注) １ 売上高に消費税等は含まれていない。 

２ １株当たり情報については、中間連結財務諸表を作成しているため省略している。 

  

回次 第84期中 第85期中 第86期中 第84期 第85期 

会計期間 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成15年 
  ９月30日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成16年 
  ９月30日 

自 平成17年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ９月30日 

自 平成15年 
  ４月１日 
至 平成16年 
  ３月31日 

自 平成16年
  ４月１日 
至 平成17年 
  ３月31日 

売上高 (百万円) 8,547 8,714 7,409 17,905 18,146

経常利益又は経常損失
（△） 

(百万円) 24 128 △450 217 264

中間(当期)純利益又は中
間純損失（△） 

(百万円) 11 149 △542 258 352

資本金 (百万円) 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

発行済株式総数 (千株) 36,142 36,142 36,142 36,142 36,142

純資産額 (百万円) 9,054 9,395 9,270 9,519 9,815

総資産額 (百万円) 18,546 19,043 18,374 19,943 19,590

１株当たり中間 
(年間)配当額 

(円) ― ― ― 3.00 3.00

自己資本比率 (％) 48.8 49.3 50.5 47.7 50.1

従業員数 
[外、平均臨時雇用者数] 

(人) 
584 
[62]

579
[58]

568
[51]

578 
[60]

572
[55]



第２ 【事業の状況】 

１ 【業績等の概要】 

(1）業績 

（訂正前） 

当中間連結会計期間の日本経済は、輸出の回復、ＩＴ関連分野の在庫調整の終了などから企業収益は堅調に推移

し、設備投資は増額基調を強め、雇用・所得環境の改善が見られた。これにより政府は８月の月例報告において景気

の踊り場脱却宣言を行った。 

この一方で、原油価格は騰勢を強め、ドバイ原油は年初の34ドル程度から60ドルを伺う水準まで高騰し、石油関連

製品の大幅な値上げという状況下、エネルギー多消費型の染色加工業界は激しいコストアップの波を受ける結果とな

った。また、国内の衣料品消費は百貨店・量販とも対前年比マイナスの状況が続いており、国内繊維製品大規模卸売

業も昨対比２桁のマイナスとなるなど、依然として末端衣料の消費低迷が続いている。 

このような状況の中、日本国内向け染色加工は、昨年の秋冬商品の末端の販売不振から流通段階で製品在庫を抱え

たままとなり、綿ストレッチ素材及び起毛品等の婦人衣料向け商品が動かず、織物・ニット加工とも減収となった。

また輸出面では、日本国内からの加工輸出商品が激減し、これらの一部をグループの海外拠点にて吸収したものの、

大きな減収要因となった。これに対し、自助努力によるコスト削減を徹底して進めたが、重油を始めとするエネルギ

ー・原料費のコストアップ及び受注数量減や受注の小ロット化による生産効率の悪化に伴う生産コストのアップを吸

収することは出来ず、採算が悪化する結果となった。 

この結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高10,222百万円（前年同期比7.9％減、873百万円減）となり、売上

原価率の悪化により営業損失は341百万円（前年同期は営業利益214百万円）となった。営業外損益はインドネシア現

地通貨下落等による為替差損50百万円があり、経常損失462百万円（前年同期は経常利益29百万円）となり、固定資

産の減損損失197百万円及び技術指導に関する紛争解決和解金90百万円の特別損失の発生により、中間純損失は568百

万円（前年同期は中間純利益20百万円）となった。 

  

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりである。 

 ① 繊維事業 

染色賃加工部門は、売上高5,545百万円（前年同期比14.4％減、936百万円減）と大幅な減収となったが、これは日

本国内から海外向け加工売上の激減及び国内でのリード素材不足、衣料品消費不振による百貨店・ＳＰＡ（製造小売

業）向け加工の減少によるものである。 

繊維製品等販売部門は、4,239百万円（同0.2％減、7百万円減）と横這いとなった。国内は、輸入製品販売のアイ

テムの拡大、販路開拓を進めており、量販店向けの落込みをカバーした。海外売上は、前年同期比横這いとなった。

この結果、「繊維事業」の売上高は、9,785百万円（同8.8％減、943百万円減)、営業損失は401百万円（前年同期

は営業利益191百万円）となった。 

 



② 不動産賃貸事業 

不動産賃貸事業は、自社遊休資産の有効活用を図るべく注力しているが、事業展開するまでには至らず、売上高は

39百万円（前年同期比0.0％増、0百万円増）と横這いとなり、固定費の減少により、営業利益は30百万円（同13.2％

増、3百万円増）となった。 

③ 機械販売事業 

機械販売事業は、非連結子会社を吸収合併したことにより、売上高は165百万円（前年同期比57.9%増、60百万円

増）となり、営業損失は8百万円（同20百万円の改善）となった。 

④ 倉庫事業 

倉庫事業は、国内での染色賃加工部門の地合の悪さの影響を受けたものの、昨秋に操業開始した浜松地区での倉庫

事業が寄与し、売上高は212百万円(前年同期比1.8％増、3百万円増)、営業利益は16百万円（同58.2％増、6百万円

増）となった。 

⑤ 保育サービス事業 

保育サービス事業は、新規の保育園運営受託等により堅調に推移し、売上高は233百万円(前年同期比36.5％増、62

百万円増)、営業利益26百万円（同118.3％増、14百万円増)となった。 

⑥ システム事業 

システム事業は、ソフトウエアの受注拡大に注力した結果、売上高は145百万円(前年同期比10.8％増、14百万円

増)となったが、外注費の高騰により、営業利益は13百万円（同11.9%減、1百万円減）となった。 

  

所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりである。 

 ① 日本 

保育サービス事業、システム事業ほか非繊維事業は好調に推移し、主力の繊維事業が衣料消費不振のなか繊維製品

等販売部門は微減収と健闘したが、染色賃加工部門が輸出物加工の激減及び百貨店・ＳＰＡ向け加工の減少が大き

く、売上高は7,942百万円（前年同期比11.9%減、1,076百万円減）となり、営業損失は365百万円（前年同期は営業利

益186百万円）となった。 

 ② 北米 

繊維事業は営業拠点を東南アジアに移転したことに伴い、売上高は6百万円（前年同期比15.2％減、1百万円減）と

なり、営業損失は22百万円（同2百万円の改善）となった。 

 ③ 東南アジア 

繊維事業は染色賃加工部門が国内向け加工への転換策が功を奏し、また、繊維製品等販売部門においてもガーメンターとの取

組み強化などにより対米輸出並びに国内販売が好調に推移し、売上高は2,362百万円（前年同期比8.9％増、193百万円増）とな

り、原油価格高騰に伴う重油を始めとするエネルギー費・原料費の上昇から営業利益は44百万円（同11.2％減、5百万円減）とな

った。 

  

（訂正後） 

当中間連結会計期間の日本経済は、輸出の回復、ＩＴ関連分野の在庫調整の終了などから企業収益は堅調に推移

し、設備投資は増額基調を強め、雇用・所得環境の改善が見られた。これにより政府は８月の月例報告において景気

の踊り場脱却宣言を行った。 

この一方で、原油価格は騰勢を強め、ドバイ原油は年初の34ドル程度から60ドルを伺う水準まで高騰し、石油関連

製品の大幅な値上げという状況下、エネルギー多消費型の染色加工業界は激しいコストアップの波を受ける結果とな

った。また、国内の衣料品消費は百貨店・量販とも対前年比マイナスの状況が続いており、国内繊維製品大規模卸売

業も昨対比２桁のマイナスとなるなど、依然として末端衣料の消費低迷が続いている。 

このような状況の中、日本国内向け染色加工は、昨年の秋冬商品の末端の販売不振から流通段階で製品在庫を抱え



たままとなり、綿ストレッチ素材及び起毛品等の婦人衣料向け商品が動かず、織物・ニット加工とも減収となっ

た。また輸出面では、日本国内からの加工輸出商品が激減し、これらの一部をグループの海外拠点にて吸収したもの

の、大きな減収要因となった。これに対し、自助努力によるコスト削減を徹底して進めたが、重油を始めとするエネ

ルギー・原料費のコストアップ及び受注数量減や受注の小ロット化による生産効率の悪化に伴う生産コストのアップ

を吸収することは出来ず、採算が悪化する結果となった。 

この結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高10,071百万円（前年同期比9.2％減、1,023百万円減）となり、売

上原価率の悪化により営業損失は373百万円（前年同期は営業利益214百万円）となった。営業外損益はインドネシア

現地通貨下落等による為替差損50百万円があり、経常損失494百万円（前年同期は経常利益29百万円）となり、固定

資産の減損損失197百万円及び技術指導に関する紛争解決和解金90百万円の特別損失の発生により、中間純損失は599

百万円（前年同期は中間純利益20百万円）となった。 

  

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりである。 

 ① 繊維事業 

染色賃加工部門は、売上高5,545百万円（前年同期比14.4％減、936百万円減）と大幅な減収となったが、これは日

本国内から海外向け加工売上の激減及び国内でのリード素材不足、衣料品消費不振による百貨店・ＳＰＡ（製造小売

業）向け加工の減少によるものである。 

繊維製品等販売部門は、4,087百万円（同3.7％減、159百万円減）と減収となった。国内は、輸入製品販売のアイ

テムの拡大、販路開拓を進めたものの、全体的な落込みをカバーしきれなかった。海外売上は、前年同期比横這いと

なった。 

この結果、「繊維事業」の売上高は、9,633百万円（同10.2％減、1,095百万円減)、営業損失は432百万円（前年同

期は営業利益191百万円）となった。 

② 不動産賃貸事業 

不動産賃貸事業は、自社遊休資産の有効活用を図るべく注力しているが、事業展開するまでには至らず、売上高は

39百万円（前年同期比0.0％増、0百万円増）と横這いとなり、固定費の減少により、営業利益は30百万円（同13.2％

増、3百万円増）となった。 

③ 機械販売事業 

機械販売事業は、非連結子会社を吸収合併したことにより、売上高は165百万円（前年同期比57.9%増、60百万円

増）となり、営業損失は8百万円（同20百万円の改善）となった。 

④ 倉庫事業 

倉庫事業は、国内での染色賃加工部門の地合の悪さの影響を受けたものの、昨秋に操業開始した浜松地区での倉庫

事業が寄与し、売上高は212百万円(前年同期比1.8％増、3百万円増)、営業利益は16百万円（同58.2％増、6百万円

増）となった。 

⑤ 保育サービス事業 

保育サービス事業は、新規の保育園運営受託等により堅調に推移し、売上高は233百万円(前年同期比36.5％増、62

百万円増)、営業利益26百万円（同118.3％増、14百万円増)となった。 

⑥ システム事業 

システム事業は、ソフトウエアの受注拡大に注力した結果、売上高は145百万円(前年同期比10.8％増、14百万円

増)となったが、外注費の高騰により、営業利益は13百万円（同11.9%減、1百万円減）となった。 

  

所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりである。 

 ① 日本 

保育サービス事業、システム事業ほか非繊維事業は好調に推移し、主力の繊維事業が染色賃加工部門では輸出物加



工の激減及び百貨店・ＳＰＡ向け加工の減少が大きく、また繊維製品等販売部門でも衣料消費不振により、売上高

は7,790百万円（前年同期比13.6%減、1,228百万円減）となり、営業損失は396百万円（前年同期は営業利益186百万

円）となった。 

 ② 北米 

繊維事業は営業拠点を東南アジアに移転したことに伴い、売上高は6百万円（前年同期比15.2％減、1百万円減）と

なり、営業損失は22百万円（同2百万円の改善）となった。 

 ③ 東南アジア 

繊維事業は染色賃加工部門が国内向け加工への転換策が功を奏し、また、繊維製品等販売部門においてもガーメ

ンターとの取組み強化などにより対米輸出並びに国内販売が好調に推移し、売上高は2,362百万円（前年同期比

8.9％増、193百万円増）となり、原油価格高騰に伴う重油を始めとするエネルギー費・原料費の上昇から営業利益

は44百万円（同11.2％減、5百万円減）となった。 

 

(2) キャッシュ・フローの状況 

（訂正前） 

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により200百万円増加し、投資活動により143百万

円、財務活動により558百万円減少した結果、前期末比498百万円減少の1,582百万円となった。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当中間連結会計期間の税金等調整前中間純損失を734百万円計上したが、売上債権が1,111百万円減少したこと等

により200百万円（前年同期比153百万円の収入減少）の収入となった。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

有価証券の売却による収入79百万円、有形固定資産の取得による支出196百万円等により143百万円（前年同期比

118百万円の支出減少）の支出となった。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

有利子負債の圧縮141百万円、自己株式の取得308百万円、配当金の支払108百万円により558百万円（前年同期比

293百万円の支出増加）の支出となった。 

  

（訂正後） 

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により200百万円増加し、投資活動により143百万

円、財務活動により558百万円減少した結果、前期末比498百万円減少の1,582百万円となった。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当中間連結会計期間の税金等調整前中間純損失を765百万円計上したが、売上債権が1,270百万円減少したこと等

により200百万円（前年同期比153百万円の収入減少）の収入となった。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

有価証券の売却による収入79百万円、有形固定資産の取得による支出196百万円等により143百万円（前年同期比

118百万円の支出減少）の支出となった。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

有利子負債の圧縮141百万円、自己株式の取得308百万円、配当金の支払108百万円により558百万円（前年同期比

293百万円の支出増加）の支出となった。 

  

 



２ 【生産、受注及び販売の状況】 

 (3) 販売実績 

（訂正前） 

当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

  

(注) １ 主な相手先の販売実績については、総販売実績に対する割合がいずれも100分の10未満のため、記載を省略している。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていない。 

  

 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円) 前年同期比(％) 

繊維事業   

 染色賃加工 5,545 △14.4 

 繊維製品等販売 4,239 △0.2 

不動産賃貸事業 39 ＋0.0 

機械販売事業 165 ＋57.9 

倉庫事業 212 ＋1.8 

保育サービス事業 233 ＋36.5 

システム事業 145 ＋10.8 

その他の事業 11 ＋0.2 

セグメント間取引 △370 ― 

合計 10,222 △7.9 



（訂正後） 

当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

  

(注) １ 主な相手先の販売実績については、総販売実績に対する割合がいずれも100分の10未満のため、記載を省略している。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていない。 

事業の種類別セグメントの名称 金額(百万円) 前年同期比(％) 

繊維事業   

 染色賃加工 5,545 △14.4 

 繊維製品等販売 4,087 △3.7 

不動産賃貸事業 39 ＋0.0 

機械販売事業 165 ＋57.9 

倉庫事業 212 ＋1.8 

保育サービス事業 233 ＋36.5 

システム事業 145 ＋10.8 

その他の事業 11 ＋0.2 

セグメント間取引 △370 ― 

合計 10,071 △9.2 



第５ 【経理の状況】 

１ 【中間連結財務諸表等】 

(1) 【中間連結財務諸表】 

① 【中間連結貸借対照表】 

（訂正前） 

  

  

 

    
前中間連結会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円)
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(資産の部)           

Ⅰ 流動資産           

１ 現金及び預金     1,928 1,582   2,081 

２ 受取手形及び 
  売掛金 

    5,560 5,155   6,258 

３ たな卸資産     1,796 1,565   1,755 

４ その他     1,054 968   923 

  貸倒引当金     △30 △31   △36 

流動資産合計     10,310 50.6 9,241 46.9   10,983 52.1

Ⅱ 固定資産           

１ 有形固定資産 ※1.2         

(1) 建物及び 
  構築物 

    1,759 1,659   1,825 

(2) 機械装置及び 
  運搬具 

    2,083 2,029   2,103 

(3) 土地     3,130 3,119   3,118 

(4) 建設仮勘定     272 16   15 

(5) その他     67 66   71 

有形固定資産 
合計 

    7,314 35.8 6,890 35.0   7,135 33.9

２ 無形固定資産 
  合計 

    56 0.3 47 0.2   51 0.2

３ 投資その他の 
  資産 

          

(1) 投資有価証券 ※２   2,047 3,050   2,417 

(2) その他     662 474   497 

  貸倒引当金     △2 △7   △1 

投資その他の 
資産合計 

    2,707 13.3 3,517 17.9   2,912 13.8

固定資産合計     10,077 49.4 10,456 53.1   10,099 47.9

資産合計     20,388 100.0 19,697 100.0   21,082 100.0

            



  

（訂正後） 

  

    
前中間連結会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円)
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(負債の部)           

Ⅰ 流動負債           

１ 支払手形及び 
  買掛金 

    3,607 3,045   3,795 

２ 短期借入金 ※２   3,950 3,613   3,839 

３ １年以内償還 
  予定の社債 

    100 100   100 

４ 未払法人税等     45 76   91 

５ 賞与引当金     314 311   470 

６ その他     1,131 1,127   1,020 

流動負債合計     9,149 44.8 8,275 42.0   9,318 44.2

Ⅱ 固定負債           

１ 社債     400 300   350 

２ 長期借入金 ※２   584 580   435 

３ 退職給付引当金     1,670 2,038   1,901 

４ その他     153 132   142 

固定負債合計     2,807 13.8 3,051 15.5   2,828 13.4

負債合計     11,957 58.6 11,326 57.5   12,147 57.6

            

(少数株主持分)           

少数株主持分     116 0.6 107 0.5   128 0.6

            

(資本の部)           

Ⅰ 資本金     4,300 21.1 4,300 21.8   4,300 20.4

Ⅱ 資本剰余金     4,254 20.9 4,254 21.6   4,254 20.2

Ⅲ 利益剰余金     177 0.9 △263 △1.3   412 1.9

Ⅳ 再評価積立金 ※４   417 2.0 417 2.1   417 2.0

Ⅴ その他有価証券 
  評価差額金 

    274 1.3 911 4.6   496 2.4

Ⅵ 為替換算調整勘定     △1,101 △5.4 △1,035 △5.2   △1,061 △5.0

Ⅶ 自己株式     △8 △0.0 △321 △1.6   △13 △0.1

資本合計     8,314 40.8 8,263 42.0   8,806 41.8

負債、少数株主 
持分及び 
資本合計 

    20,388 100.0 19,697 100.0   21,082 100.0

            

    
前中間連結会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円)
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 



  

 

(資産の部)           

Ⅰ 流動資産           

１ 現金及び預金     1,928 1,582   2,081 

２ 受取手形及び 
  売掛金 

    5,560 4,920   6,182 

３ たな卸資産     1,796 1,739   1,809 

４ その他     1,054 979   927 

  貸倒引当金     △30 △30   △35 

流動資産合計     10,310 50.6 9,191 46.8   10,964 52.1

Ⅱ 固定資産           

１ 有形固定資産 ※1.2         

(1) 建物及び 
  構築物 

    1,759 1,659   1,825 

(2) 機械装置及び 
  運搬具 

    2,083 2,029   2,103 

(3) 土地     3,130 3,119   3,118 

(4) 建設仮勘定     272 16   15 

(5) その他     67 66   71 

有形固定資産 
合計 

    7,314 35.8 6,890 35.1   7,135 33.9

２ 無形固定資産 
  合計 

    56 0.3 47 0.2   51 0.2

３ 投資その他の 
  資産 

          

(1) 投資有価証券 ※２   2,047 3,050   2,417 

(2) その他     662 474   497 

  貸倒引当金     △2 △7   △1 

投資その他の 
資産合計 

    2,707 13.3 3,517 17.9   2,912 13.8

固定資産合計     10,077 49.4 10,456 53.2   10,099 47.9

資産合計     20,388 100.0 19,647 100.0   21,064 100.0

            



  

  
  

    
前中間連結会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円)
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(負債の部)           

Ⅰ 流動負債           

１ 支払手形及び 
  買掛金 

    3,607 3,045   3,795 

２ 短期借入金 ※２   3,950 3,613   3,839 

３ １年以内償還 
  予定の社債 

    100 100   100 

４ 未払法人税等     45 76   91 

５ 賞与引当金     314 311   470 

６ その他     1,131 1,127   1,020 

流動負債合計     9,149 44.8 8,275 42.1   9,318 44.2

Ⅱ 固定負債           

１ 社債     400 300   350 

２ 長期借入金 ※２   584 580   435 

３ 退職給付引当金     1,670 2,038   1,901 

４ その他     153 132   142 

固定負債合計     2,807 13.8 3,051 15.5   2,828 13.5

負債合計     11,957 58.6 11,326 57.6   12,147 57.7

            

(少数株主持分)           

少数株主持分     116 0.6 107 0.6   128 0.6

            

(資本の部)           

Ⅰ 資本金     4,300 21.1 4,300 21.9   4,300 20.4

Ⅱ 資本剰余金     4,254 20.9 4,254 21.7   4,254 20.2

Ⅲ 利益剰余金     177 0.9 △313 △1.6   394 1.9

Ⅳ 再評価積立金 ※４   417 2.0 417 2.1   417 2.0

Ⅴ その他有価証券 
  評価差額金 

    274 1.3 911 4.6   496 2.3

Ⅵ 為替換算調整勘定     △1,101 △5.4 △1,035 △5.3   △1,061 △5.0

Ⅶ 自己株式     △8 △0.0 △321 △1.6   △13 △0.1

資本合計     8,314 40.8 8,213 41.8   8,787 41.7

負債、少数株主 
持分及び 
資本合計 

    20,388 100.0 19,647 100.0   21,064 100.0

            



② 【中間連結損益計算書】 

（訂正前） 

  

  
 

    
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

金額(百万円)
百分比
(％) 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

Ⅰ 売上高     11,095 100.0 10,222 100.0   23,475 100.0

Ⅱ 売上原価     9,790 88.2 9,540 93.3   20,565 87.6

売上総利益     1,304 11.8 682 6.7   2,909 12.4

Ⅲ 販売費及び 
  一般管理費 

※１   1,090 9.8 1,024 10.0   2,214 9.4

営業利益     214 2.0 ― ―   695 3.0

営業損失     ― ― 341 △3.3   ― ―

Ⅳ 営業外収益           

１ 受取利息   0   2 2   

２ 受取配当金   16   14 24   

３ 賃貸料   9   8 18   

４ 受取保険金   8   ― ―   

５ 雑収入   24 60 0.5 25 50 0.5 48 93 0.4

Ⅴ 営業外費用           

１ 支払利息   51   46 99   

２ 為替差損   108   50 136   

３ 退職給付引当金 
  繰入額 

  62   62 125   

４ 雑支出   22 245 2.2 11 171 1.7 43 404 1.7

経常利益     29 0.3 ― ―   383 1.7

経常損失     ― ― 462 △4.5   ― ―

Ⅵ 特別利益           

１ 投資有価証券 
  売却益 

  65   16 65   

２ 固定資産売却益 ※２ 10   ― 10   

３ 貸倒引当金戻入   9   ― ―   

４ その他   ― 84 0.8 ― 16 0.1 4 79 0.3

Ⅶ 特別損失           

１ 固定資産処分損 ※３ 31   ― 48   

２ 貯蔵品評価損   ―   ― 72   

３ 役員退職慰労金   58   ― 58   

４ 減損損失 ※４ ―   197 ―   

５ 和解金 ※５ ―   90 ―   

６ その他   ― 90 0.8 ― 287 2.8 2 183 0.8

税金等調整前 
中間(当期) 
純利益 

    24 0.3 ― ―   280 1.2

税金等調整前 
中間純損失 

    ― ― 734 △7.2   ― ―

法人税、住民税 
及び事業税 

  29   51 102   

法人税等調整額   20 50 0.5 △200 △148 △1.4 △92 10 0.0

少数株主利益     ― ― ― ―   18 0.1

少数株主損失     46 0.4 17 0.2   ― ―

中間(当期) 
純利益 

    20 0.2 ― ―   250 1.1

中間純損失     ― ― 568 △5.6   ― ―
            



（訂正後） 

  

  

    
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

金額(百万円)
百分比
(％) 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

Ⅰ 売上高     11,095 100.0 10,071 100.0   23,402 100.0

Ⅱ 売上原価     9,790 88.2 9,420 93.5   20,511 87.6

売上総利益     1,304 11.8 650 6.5   2,891 12.4

Ⅲ 販売費及び 
  一般管理費 

※１   1,090 9.8 1,023 10.2   2,214 9.5

営業利益     214 2.0 ― ―   676 2.9

営業損失     ― ― 373 △3.7   ― ―

Ⅳ 営業外収益           

１ 受取利息   0   2 2   

２ 受取配当金   16   14 24   

３ 賃貸料   9   8 18   

４ 受取保険金   8   ― ―   

５ 雑収入   24 60 0.5 25 50 0.5 48 93 0.4

Ⅴ 営業外費用           

１ 支払利息   51   46 99   

２ 為替差損   108   50 136   

３ 退職給付引当金 
  繰入額 

  62   62 125   

４ 雑支出   22 245 2.2 11 171 1.7 43 404 1.7

経常利益     29 0.3 ― ―   365 1.6

経常損失     ― ― 494 △4.9   ― ―

Ⅵ 特別利益           

１ 投資有価証券 
  売却益 

  65   16 65   

２ 固定資産売却益 ※２ 10   ― 10   

３ 貸倒引当金戻入   9   ― ―   

４ その他   ― 84 0.8 ― 16 0.2 4 79 0.3

Ⅶ 特別損失           

１ 固定資産処分損 ※３ 31   ― 48   

２ 貯蔵品評価損   ―   ― 72   

３ 役員退職慰労金   58   ― 58   

４ 減損損失 ※４ ―   197 ―   

５ 和解金 ※５ ―   90 ―   

６ その他   ― 90 0.8 ― 287 2.9 2 183 0.8

税金等調整前 
中間(当期) 
純利益 

    24 0.3 ― ―   261 1.1

税金等調整前 
中間純損失 

    ― ― 765 △7.6   ― ―

法人税、住民税 
及び事業税 

  29   51 102   

法人税等調整額   20 50 0.5 △200 △148 △1.4 △92 10 0.0

少数株主利益     ― ― ― ―   18 0.1

少数株主損失     46 0.4 17 0.2   ― ―

中間(当期) 
純利益 

    20 0.2 ― ―   232 1.0

中間純損失     ― ― 599 △6.0   ― ―
            



③ 【中間連結剰余金計算書】 

（訂正前） 

  

  

 

  
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

(資本剰余金の部)     

Ⅰ 資本剰余金期首残高   4,254 4,254   4,254

Ⅱ 資本剰余金中間期末(期末) 
  残高 

  4,254 4,254   4,254

      

(利益剰余金の部)     

Ⅰ 利益剰余金期首残高   284 412   284

Ⅱ 利益剰余金増加高     

   中間(当期)純利益 20 ― 250 

   連結子会社 による非連結 
   子会社合併による増加高 

― 20 ― ― 5 255

Ⅲ 利益剰余金減少高     

   中間純損失 ― 568 ― 

   配当金 108 108 108 

   役員賞与 20 128 ― 676 20 128

Ⅳ 利益剰余金中間期末(期末) 
  残高 

  177 △263   412



（訂正後） 

  

  

  
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

(資本剰余金の部)     

Ⅰ 資本剰余金期首残高   4,254 4,254   4,254

Ⅱ 資本剰余金中間期末(期末) 
  残高 

  4,254 4,254   4,254

      

(利益剰余金の部)     

Ⅰ 利益剰余金期首残高   284 394   284

Ⅱ 利益剰余金増加高     

   中間(当期)純利益 20 ― 232 

   連結子会社 による非連結 
   子会社合併による増加高 

― 20 ― ― 5 237

Ⅲ 利益剰余金減少高     

   中間純損失 ― 599 ― 

   配当金 108 108 108 

   役員賞与 20 128 ― 707 20 128

Ⅳ 利益剰余金中間期末(期末) 
  残高 

  177 △313   394



④ 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】 

（訂正前） 

  

  
 

   
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度の 
要約連結キャッシュ・ 
フロー計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅰ 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

  

税金等調整前中間(当期) 
純利益又は純損失(△) 

 24 △734 280

減価償却費  273 267 580

和解金  ― 90 ―

投資有価証券売却益  △65 △16 △65

退職給付引当金の増加額  96 137 317

受取利息及び受取配当金  △17 △16 △26

支払利息  51 46 97

為替差損益  34 2 22

減損損失  ― 197 ―

固定資産処分損  31 ― 48

固定資産売却益  △10 ― △10

売上債権の増減額  705 1,111 8

たな卸資産の増減額  △37 196 2

仕入債務の増減額  △258 △703 17

未払費用の増減額  △88 △6 △65

賞与引当金の増減額  △139 △159 16

貸倒引当金の増減額  △18 1 △13

役員賞与の支払額  △20 ― △20

その他  △136 △116 △3

小計  426 297 1,188

利息及び配当金の受取額  17 16 26

利息の支払額  △55 △46 △99

法人税等の支払額  △35 △67 △43

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

 353 200 1,072

Ⅱ 投資活動による 
キャッシュ・フロー 

  

有価証券の取得による支出  △10 ― △10

有価証券の売却による収入  105 79 105

有形固定資産の取得による 
支出 

 △344 △196 △703

有形固定資産の売却による 
収入 

 14 ― 49

その他  △27 △26 28

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

 △261 △143 △529



  

  

 

    
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度の 
要約連結キャッシュ・ 
フロー計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅲ 財務活動による 
キャッシュ・フロー 

  

短期借入金の増減額  39 △87 30

長期借入による収入  ― 350 104

長期借入金の返済による 
支出 

 △344 △354 △689

社債の発行による収入  200 ― 200

社債の償還による支出  △50 △50 △100

自己株式の取得による支出  ― △308 ―

配当金の支払額  △108 △108 △107

その他  △2 ― △7

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

 △265 △558 △569

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る 
換算差額 

 1 2 △0

Ⅴ 現金及び現金同等物の 
増加額(又は減少額) 

 △172 △498 △26

Ⅵ 現金及び現金同等物の 
期首残高 

 2,100 2,081 2,100

Ⅶ 子会社の合併に伴う現金 
  及び現金同等物の増加額 

 ― ― 7

Ⅷ 現金及び現金同等物の 
中間期末(期末)残高 

※ 1,928 1,582 2,081

    



（訂正後） 

  

  
 

   
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度の 
要約連結キャッシュ・ 
フロー計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅰ 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

  

税金等調整前中間(当期) 
純利益又は純損失(△) 

 24 △765 261

減価償却費  273 267 580

和解金  ― 90 ―

投資有価証券売却益  △65 △16 △65

退職給付引当金の増加額  96 137 317

受取利息及び受取配当金  △17 △16 △26

支払利息  51 46 97

為替差損益  34 2 22

減損損失  ― 197 ―

固定資産処分損  31 ― 48

固定資産売却益  △10 ― △10

売上債権の増減額  705 1,270 84

たな卸資産の増減額  △37 76 △51

仕入債務の増減額  △258 △703 17

未払費用の増減額  △88 △6 △65

賞与引当金の増減額  △139 △159 16

貸倒引当金の増減額  △18 0 △13

役員賞与の支払額  △20 ― △20

その他  △136 △124 △7

小計  426 297 1,188

利息及び配当金の受取額  17 16 26

利息の支払額  △55 △46 △99

法人税等の支払額  △35 △67 △43

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

 353 200 1,072

Ⅱ 投資活動による 
キャッシュ・フロー 

  

有価証券の取得による支出  △10 ― △10

有価証券の売却による収入  105 79 105

有形固定資産の取得による 
支出 

 △344 △196 △703

有形固定資産の売却による 
収入 

 14 ― 49

その他  △27 △26 28

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

 △261 △143 △529



  

  

    
前中間連結会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度の 
要約連結キャッシュ・ 
フロー計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅲ 財務活動による 
キャッシュ・フロー 

  

短期借入金の増減額  39 △87 30

長期借入による収入  ― 350 104

長期借入金の返済による 
支出 

 △344 △354 △689

社債の発行による収入  200 ― 200

社債の償還による支出  △50 △50 △100

自己株式の取得による支出  ― △308 ―

配当金の支払額  △108 △108 △107

その他  △2 ― △7

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

 △265 △558 △569

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る 
換算差額 

 1 2 △0

Ⅴ 現金及び現金同等物の 
増加額(又は減少額) 

 △172 △498 △26

Ⅵ 現金及び現金同等物の 
期首残高 

 2,100 2,081 2,100

Ⅶ 子会社の合併に伴う現金 
  及び現金同等物の増加額 

 ― ― 7

Ⅷ 現金及び現金同等物の 
中間期末(期末)残高 

※ 1,928 1,582 2,081

    



(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

（訂正前） 

当中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

  

  

前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

  

  
  

(注) １ 事業の区分方法は、製品の種類及び性質により区分している。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 繊維事業……………天然繊維織物加工、合成繊維織物加工、編物加工、技術指導料、買取二等反売上、テキスタイル

(衣料関連、インテリア関連、スポーツ関連等)、縫製品(パンツ、パジャマ、カジュアルシャツ等)

(2) 不動産賃貸事業……事業用土地、店舗、駐車場、住宅、保養施設の賃貸 

(3) 機械販売事業………染色関連開発機器・工業薬品の分析装置の販売等 

(4) 倉庫事業……………繊維製品等の荷役・保管 

(5) 保育サービス事業…ベビーシッターサービス、託児所での保育サービス 

(6) システム事業………ソフト開発の請負等 

(7) その他の事業………包装資材販売等 

 

  
繊維事業 

(百万円) 

不動産 
賃貸事業 
(百万円) 

機械販売
事業 
(百万円) 

倉庫事業
  

(百万円)

保育サー
ビス事業
(百万円)

システム
事業 
(百万円)

その他
の事業 
(百万円)

計 

(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高          

１外部顧客に 
 対する売上
高 

9,783 39 42 17 233 101 4 10,222 ― 10,222

２ セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

1 ― 122 195 ― 44 6 370 (370) ―

計 9,785 39 165 212 233 145 11 10,593 (370) 10,222

営業費用 10,186 9 173 195 207 132 26 10,930 (366) 10,564

営業利益又は 
営業損失(△) 

△401 30 △8 16 26 13 △14 △337 (4) △341

  
繊維事業 

(百万円) 

不動産 
賃貸事業 
(百万円) 

機械販売
事業 
(百万円) 

倉庫事業
  

(百万円)

保育サー
ビス事業
(百万円)

システム
事業 
(百万円)

その他
の事業 
(百万円)

計 

(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高          

１外部顧客に 
 対する売上
高 

22,769 79 57 40 338 174 17 23,475 － 23,475

２ セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

2 － 106 377 － 89 7 583 (583) － 

計 22,772 79 163 417 338 263 24 24,059 (583) 23,475

営業費用 22,174 19 208 397 331 225 18 23,375 (595) 22,780

営業利益又は 
営業損失(△) 

598 59 △44 20 6 38 5 683 11 695



（訂正後） 

当中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

  

  

前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

  

  
  

(注) １ 事業の区分方法は、製品の種類及び性質により区分している。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 繊維事業……………天然繊維織物加工、合成繊維織物加工、編物加工、技術指導料、買取二等反売上、テキスタイル

(衣料関連、インテリア関連、スポーツ関連等)、縫製品(パンツ、パジャマ、カジュアルシャツ等)

(2) 不動産賃貸事業……事業用土地、店舗、駐車場、住宅、保養施設の賃貸 

(3) 機械販売事業………染色関連開発機器・工業薬品の分析装置の販売等 

(4) 倉庫事業……………繊維製品等の荷役・保管 

(5) 保育サービス事業…ベビーシッターサービス、託児所での保育サービス 

(6) システム事業………ソフト開発の請負等 

(7) その他の事業………包装資材販売等 

  

  
繊維事業 

(百万円) 

不動産 
賃貸事業 
(百万円) 

機械販売
事業 
(百万円) 

倉庫事業
  

(百万円)

保育サー
ビス事業
(百万円)

システム
事業 
(百万円)

その他
の事業 
(百万円)

計 

(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高          

１外部顧客に 
 対する売上
高 

9,631 39 42 17 233 101 4 10,071 ― 10,071

２ セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

1 ― 122 195 ― 44 6 370 (370) ―

計 9,633 39 165 212 233 145 11 10,441 (370) 10,071

営業費用 10,066 9 173 195 207 132 26 10,810 (366) 10,444

営業利益又は 
営業損失(△) 

△432 30 △8 16 26 13 △14 △368 (4) △373

  
繊維事業 

(百万円) 

不動産 
賃貸事業 
(百万円) 

機械販売
事業 
(百万円) 

倉庫事業
  

(百万円)

保育サー
ビス事業
(百万円)

システム
事業 
(百万円)

その他
の事業 
(百万円)

計 

(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高          

１外部顧客に 
 対する売上
高 

22,696 79 57 40 338 174 17 23,402 － 23,402

２ セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

2 － 106 377 － 89 7 583 (583) － 

計 22,699 79 163 417 338 263 24 23,986 (583) 23,402

営業費用 22,119 19 208 397 331 225 18 23,321 (595) 22,726

営業利益又は 
営業損失(△) 

579 59 △44 20 6 38 5 664 11 676



【所在地別セグメント情報】 

（訂正前） 

当中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

  

  

前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

  

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米…………アメリカ 

(2) 東南アジア…タイ・インドネシア 

  

 

  
日本 
(百万円) 

北米
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高     

１ 外部顧客に 
対する売上高 

7,855 6 2,361 10,222 ― 10,222

２ セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

87 - 1 88 (88) ―

計 7,942 6 2,362 10,311 (88) 10,222

営業費用 8,307 28 2,318 10,654 (90) 10,564

営業利益又は 
営業損失(△) 

△365 △22 44 △343 1 △341

  
日本 
(百万円) 

北米
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高     

１ 外部顧客に 
対する売上高 

18,570 ―      4,904 23,475 ― 23,475

２ セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

216 16 0 234 (234) ―

計 18,787 16 4,905 23,709 (234) 23,475

営業費用 18,326 61 4,633 23,021 (240) 22,780

営業利益又は 
営業損失(△) 

461 △44 271 688 6 695



（訂正後） 

当中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

  

  

前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

  

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米…………アメリカ 

(2) 東南アジア…タイ・インドネシア 

  

【海外売上高】 

（訂正前） 

当中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

  

  

 

  
日本 
(百万円) 

北米
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高     

１ 外部顧客に 
対する売上高 

7,703 6 2,361 10,071 ― 10,071

２ セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

87 - 1 88 (88) ―

計 7,790 6 2,362 10,159 (88) 10,071

営業費用 8,187 28 2,318 10,534 (90) 10,444

営業利益又は 
営業損失(△) 

△396 △22 44 △374 1 △373

  
日本 
(百万円) 

北米
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高     

１ 外部顧客に 
対する売上高 

18,498 ―      4,904 23,402 ― 23,402

２ セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

216 16 0 234 (234) ―

計 18,714 16 4,905 23,637 (234) 23,402

営業費用 18,272 61 4,633 22,967 (240) 22,726

営業利益又は 
営業損失(△) 

442 △44 271 670 6 676

  
北米 
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

その他の地域
(百万円) 

計 
(百万円) 

１ 海外売上高 1,470 1,244 402 3,118

２ 連結売上高   10,222

３ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

14.4 12.2 3.9 30.5



前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

  

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米……………アメリカ 

(2) 東南アジア……タイ・インドネシア 

(3) その他の地域…欧州・中近東・豪州・中南米・アフリカ・その他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外における売上高である。 

  

（訂正後） 

当中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

  

  

前連結会計年度(自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日) 

  

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米……………アメリカ 

(2) 東南アジア……タイ・インドネシア 

(3) その他の地域…欧州・中近東・豪州・中南米・アフリカ・その他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外における売上高である。 

  

 

  
北米 
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

その他の地域
(百万円) 

計 
(百万円) 

１ 海外売上高 3,207 3,026 1,387 7,621

２ 連結売上高   23,475

３ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

13.7 12.9 5.9 32.5

  
北米 
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

その他の地域
(百万円) 

計 
(百万円) 

１ 海外売上高 1,470 1,244 402 3,118

２ 連結売上高   10,071

３ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

14.6 12.4 4.0 31.0

  
北米 
(百万円) 

東南アジア
(百万円) 

その他の地域
(百万円) 

計 
(百万円) 

１ 海外売上高 3,207 3,026 1,387 7,621

２ 連結売上高   23,402

３ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

13.7 12.9 5.9 32.6



 (１株当たり情報) 

（訂正前） 

  

(注) １株当たり中間(当期)純利益又は純損失(△)の金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

  

（訂正後） 

  

(注) １株当たり中間(当期)純利益又は純損失(△)の金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

  

前中間連結会計期間 
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

１株当たり純資産額 230円54銭 １株当たり純資産額 237円73銭 １株当たり純資産額 244円33銭 

１株当たり中間純利益 58銭 １株当たり中間純損失 15円93銭 １株当たり当期純利益  6円95銭 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、潜在株式が

存在しないため記載していない。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、１株当たり

中間純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載していない。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、潜在株式が

ないため記載していない。 

  
前中間連結会計期間
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

中間(当期)純利益又は中間純
損失（△） (百万円) 

20 △568 250

普通株主に帰属しない金額
(百万円) 

― ― ―

普通株式に係る中間(当期)
純利益又は普通株式に係る中
間純損失（△） (百万円) 

20 △568 250

期中平均株式数 (千株) 36,072 35,673 36,060

前中間連結会計期間 
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間連結会計期間
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

１株当たり純資産額 230円54銭 １株当たり純資産額 236円30銭 １株当たり純資産額 243円82銭 

１株当たり中間純利益 58銭 １株当たり中間純損失 16円81銭 １株当たり当期純利益  6円44銭 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、潜在株式が

存在しないため記載していない。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益については、１株当たり

中間純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載していない。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、潜在株式が

ないため記載していない。 

  
前中間連結会計期間
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)

前連結会計年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日)

中間(当期)純利益又は中間純
損失（△） (百万円) 

20 △599 232

普通株主に帰属しない金額
(百万円) 

― ― ―

普通株式に係る中間(当期)
純利益又は普通株式に係る中
間純損失（△） (百万円) 

20 △599 232

期中平均株式数 (千株) 36,072 35,673 36,060



２ 【中間財務諸表等】 

(1) 【中間財務諸表】 

① 【中間貸借対照表】 

（訂正前） 

  

  

 

    
前中間会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(資産の部)           

Ⅰ 流動資産           

１ 現金及び預金   1,744   1,296 1,807   

２ 受取手形   2,333   2,052 2,409   

３ 売掛金   2,857   2,529 3,230   

４ たな卸資産   1,036   1,013 1,029   

５ その他   369   467 433   

  貸倒引当金   △27   △28 △33   

流動資産合計     8,313 43.7 7,330 39.8   8,875 45.3

Ⅱ 固定資産           

１ 有形固定資産 ※1.2         

(1) 建物   1,334   1,160 1,345   

(2) 機械及び装置   1,622   1,577 1,622   

(3) 土地   2,743   2,729 2,729   

(4) その他の 
  有形固定資産 

  506   362 335   

有形固定資産 
合計 

  6,207   32.6 5,829 31.6 6,032   30.8

２ 無形固定資産   52   0.2 45 0.3 49   0.2

３ 投資その他の 
  資産 

          

(1) 投資有価証券 ※２ 3,411   4,416 3,784   

(2) その他   1,061   809 869   

  貸倒引当金   △2   △7 △1   

投資その他の 
資産合計 

  4,470   23.5 5,218 28.3 4,652   23.7

固定資産合計     10,729 56.3 11,093 60.2   10,733 54.7

資産合計     19,043 100.0 18,424 100.0   19,609 100.0

            



  

  

 

    
前中間会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(負債の部)           

Ⅰ 流動負債           

１ 支払手形   1,862   1,652 1,935   

２ 買掛金   905   732 960   

３ 短期借入金 ※２ 2,575   2,318 2,506   

４ １年以内償還 
  予定の社債 

  100   100 100   

５ 未払法人税等   27   22 55   

６ 賞与引当金   285   279 451   

７ その他 ※４ 1,157   1,029 1,072   

流動負債合計     6,913 36.3 6,135 33.3   7,081 36.1

Ⅱ 固定負債           

１ 社債   400   300 350   

２ 長期借入金 ※２ 533   522 325   

３ 退職給付引当金   1,670   2,028 1,891   

４ その他固定負債   129   117 127   

固定負債合計     2,733 14.4 2,968 16.1   2,693 13.8

負債合計     9,647 50.7 9,103 49.4   9,775 49.9

(資本の部)           

Ⅰ 資本金     4,300 22.6 4,300 23.3   4,300 21.9

Ⅱ 資本剰余金           

１ 資本準備金   1,075   1,075 1,075   

２ その他資本 
  剰余金 

  3,179   3,179 3,179   

資本剰余金合計     4,254 22.3 4,254 23.1   4,254 21.7

Ⅲ 利益剰余金           

  中間(当期) 
  未処分利益 

  576   178 797   

利益剰余金合計     576 3.0 178 1.0   797 4.1

Ⅳ その他有価証券 
  評価差額金 

    272 1.4 908 4.9   494 2.5

Ⅴ 自己株式     △8 △0.0 △321 △1.7   △13 △0.1

資本合計     9,395 49.3 9,320 50.6   9,833 50.1

負債・資本合計     19,043 100.0 18,424 100.0   19,609 100.0

            



（訂正後） 

  

  

 

    
前中間会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(資産の部)           

Ⅰ 流動資産           

１ 現金及び預金   1,744   1,296 1,807   

２ 受取手形   2,333   2,052 2,409   

３ 売掛金   2,857   2,294 3,154   

４ たな卸資産   1,036   1,187 1,083   

５ その他   369   478 436   

  貸倒引当金   △27   △27 △33   

流動資産合計     8,313 43.7 7,280 39.6   8,857 45.2

Ⅱ 固定資産           

１ 有形固定資産 ※1.2         

(1) 建物   1,334   1,160 1,345   

(2) 機械及び装置   1,622   1,577 1,622   

(3) 土地   2,743   2,729 2,729   

(4) その他の 
  有形固定資産 

  506   362 335   

有形固定資産 
合計 

  6,207   32.6 5,829 31.7 6,032   30.8

２ 無形固定資産   52   0.2 45 0.3 49   0.3

３ 投資その他の 
  資産 

          

(1) 投資有価証券 ※２ 3,411   4,416 3,784   

(2) その他   1,061   809 869   

  貸倒引当金   △2   △7 △1   

投資その他の 
資産合計 

  4,470   23.5 5,218 28.4 4,652   23.7

固定資産合計     10,729 56.3 11,093 60.4   10,733 54.8

資産合計     19,043 100.0 18,374 100.0   19,590 100.0

            



  

  
  

    
前中間会計期間末 

(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 

(平成17年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 
(平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比
(％) 

(負債の部)           

Ⅰ 流動負債           

１ 支払手形   1,862   1,652 1,935   

２ 買掛金   905   732 960   

３ 短期借入金 ※２ 2,575   2,318 2,506   

４ １年以内償還 
  予定の社債 

  100   100 100   

５ 未払法人税等   27   22 55   

６ 賞与引当金   285   279 451   

７ その他 ※４ 1,157   1,029 1,072   

流動負債合計     6,913 36.3 6,135 33.4   7,081 36.1

Ⅱ 固定負債           

１ 社債   400   300 350   

２ 長期借入金 ※２ 533   522 325   

３ 退職給付引当金   1,670   2,028 1,891   

４ その他固定負債   129   117 127   

固定負債合計     2,733 14.4 2,968 16.1   2,693 13.8

負債合計     9,647 50.7 9,103 49.5   9,775 49.9

(資本の部)           

Ⅰ 資本金     4,300 22.6 4,300 23.4   4,300 21.9

Ⅱ 資本剰余金           

１ 資本準備金   1,075   1,075 1,075   

２ その他資本 
  剰余金 

  3,179   3,179 3,179   

資本剰余金合計     4,254 22.3 4,254 23.2   4,254 21.7

Ⅲ 利益剰余金           

  中間(当期) 
  未処分利益 

  576   128 779   

利益剰余金合計     576 3.0 128 0.7   779 4.0

Ⅳ その他有価証券 
  評価差額金 

    272 1.4 908 4.9   494 2.5

Ⅴ 自己株式     △8 △0.0 △321 △1.7   △13 △0.0

資本合計     9,395 49.3 9,270 50.5   9,815 50.1

負債・資本合計     19,043 100.0 18,374 100.0   19,590 100.0

            



② 【中間損益計算書】 

（訂正前） 

  

  

 

    
前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度の 
要約損益計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

Ⅰ 売上高     8,714 100.0 7,561 100.0   18,219 100.0

Ⅱ 売上原価     7,653 87.8 7,165 94.8   16,053 88.1

売上総利益     1,061 12.2 396 5.2   2,165 11.9

Ⅲ 販売費及び 
  一般管理費 

    899 10.3 803 10.6   1,797 9.9

営業利益     161 1.9 － －   368 2.0

営業損失     － － 407 △5.4   － －

Ⅳ 営業外収益 ※１   81 0.9 88 1.2   139 0.8

Ⅴ 営業外費用 ※２   114 1.3 99 1.3   225 1.2

経常利益     128 1.5 － －   282 1.6

経常損失     － － 418 △5.5   － －

Ⅵ 特別利益 ※３   601 6.9 16 0.2   595 3.2

Ⅶ 特別損失 ※4.6   547 6.3 287 3.8   567 3.1

税引前中間 
(当期)純利益 

    181 2.1 － －   311 1.7

税引前中間 
純損失 

    － － 690 △9.1   － －

法人税、住民税 
及び事業税 

  9   17 30   

法人税等調整額   22 32 0.4 △197 △179 △2.3 △89 △59 △0.3

中間(当期) 
純利益 

    149 1.7 － －   370 2.0

中間純損失     － － 511 △6.8   － －

前期繰越利益     427 689   427 

中間(当期) 
未処分利益 

    576 178   797 

            



（訂正後） 

  

  

  

  

    
前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度の 
要約損益計算書 

(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

金額(百万円) 
百分比
(％) 

Ⅰ 売上高     8,714 100.0 7,409 100.0   18,146 100.0

Ⅱ 売上原価     7,653 87.8 7,045 95.1   15,999 88.2

売上総利益     1,061 12.2 363 4.9   2,147 11.8

Ⅲ 販売費及び 
  一般管理費 

    899 10.3 803 10.8   1,797 9.9

営業利益     161 1.9 － －   349 1.9

営業損失     － － 439 △5.9   － －

Ⅳ 営業外収益 ※１   81 0.9 88 1.2   139 0.8

Ⅴ 営業外費用 ※２   114 1.3 99 1.4   225 1.3

経常利益     128 1.5 － －   264 1.4

経常損失     － － 450 △6.1   － －

Ⅵ 特別利益 ※３   601 6.9 16 0.2   596 3.3

Ⅶ 特別損失 ※4.6   547 6.3 287 3.9   567 3.1

税引前中間 
(当期)純利益 

    181 2.1 － －   292 1.6

税引前中間 
純損失 

    － － 722 △9.8   － －

法人税、住民税 
及び事業税 

  9   17 30   

法人税等調整額   22 32 0.4 △197 △179 △2.5 △89 △59 △0.3

中間(当期) 
純利益 

    149 1.7 － －   352 1.9

中間純損失     － － 542 △7.3   － －

前期繰越利益     427 671   427 

中間(当期) 
未処分利益 

    576 128   779 

            



  
独立監査人の中間監査報告書 

  

平成18年12月28日

東海染工株式会社 

取締役会 御中 

  

  

  

  

  

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている東海染工株式会社の平成17年

４月１日から平成18年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）に係る中間連結財務諸

表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結剰余金計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査

を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明す

ることにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財務諸表

には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理

的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われ

ている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準拠し

て、東海染工株式会社及び連結子会社の平成17年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間（平成17年

４月１日から平成17年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

追記情報 

１． 半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社元社員による売上金額等の不正計上及び商品の不正流出が

発見されたため、会社は中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は、訂正後の中間連結財務諸表について再度監査を行っ

た。この訂正の結果、中間連結損益計算書に与える影響は、売上高が151百万円減少し、売上原価が119百万円減少したことなど

により、営業損失、経常損失、税金等調整前中間純損失及び中間純損失がそれぞれ31百万円増加している。また、中間連結貸借

対照表に与える主な影響は、受取手形及び売掛金が235百万円減少し、たな卸資産が173百万円増加している。 

２． 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は当中間連結会計期間より、「固

定資産の減損に係る会計基準」及び「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」を適用して中間連結財務諸表を作成してい

る。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

  

以 上 

新日本監査法人 

指定社員 

業務執行社員 
  公認会計士  小  西  忠  光  ㊞ 

指定社員 

業務執行社員 
  公認会計士  重  松  孝  司  ㊞ 

指定社員 

業務執行社員 
  公認会計士  坂  井  俊  介  ㊞ 

  
※ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途保管してい

る。 



  
独立監査人の中間監査報告書 

  

平成18年12月28日

東海染工株式会社 

取締役会 御中 

  

  

  

  

  

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている東海染工株式会社の

平成17年４月１日から平成18年３月31日までの第86期事業年度の中間会計期間（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）に係

る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表及び中間損益計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には

全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証

を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。

当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、東海染

工株式会社の平成17年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成17年４月１日から平成17年９月30日ま

で）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

追記情報 

１． 半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社元社員による売上金額等の不正計上及び商品の不正流出が

発見されたため、会社は中間財務諸表を訂正している。当監査法人は、訂正後の中間財務諸表について再度監査を行った。この

訂正の結果、中間損益計算書に与える影響は、売上高が151百万円減少し、売上原価が119百万円減少したことなどにより、営業

損失、経常損失、税引前中間純損失及び中間純損失がそれぞれ31百万円増加している。また、中間貸借対照表に与える主な影響

は、売掛金が235百万円減少し、たな卸資産が173百万円増加している。 

２． 会計処理の変更に記載されているとおり、会社は当中間会計期間より、「固定資産の減損に係る会計基準」及び「固定資産の

減損に係る会計基準の適用指針」を適用して中間財務諸表を作成している。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

  

以 上 

新日本監査法人 

指定社員 

業務執行社員 
  公認会計士  小  西  忠  光  ㊞ 

指定社員 

業務執行社員 
  公認会計士  重  松  孝  司  ㊞ 

指定社員 

業務執行社員 
  公認会計士  坂  井  俊  介  ㊞ 

  
※ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途保管してい

る。 
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